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医療保護入院

＜精神保健福祉法 第33条＞

以下の者については、家族等のうちいずれかの同意があれば、本人の同意

がなくても、期間を定め、入院させることができる。

精神保健指定医の診察で、（自傷他害のおそれはないが）医療及び保護の

ため入院を必要とする精神障害者で、任意入院を行う状態にないと判定さ

れた者。



精神科病院への入院形態（全国）

256,309人

335,847人

2023年6月30日現在
精神科病床は全国約31万床
そのうち在院患者数256,309人
医療保護入院者は129,072人で増加傾向
任意入院は減少
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入院形態別比率（全国）

任意入院

医療保護入院
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医療保護入院

任意入院

全国的には
2021年ころに医療保護入院者数が任意入院者数を超えました

神奈川県は
既に2002年ころから医療保護入院者数が任意入院者数を超
えています
現在、神奈川県では入院者の3分の2以上が医療保護入院で
す。
また、630調査データから、任意入院の方の多くが閉鎖病
棟で入院処遇を受けていることがわかります。

神奈川県は、全国に比べて人口に対する精神科病棟が少な
い傾向があります。



医療保護入院の主な診断名（全国）
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F2統合失調症等 F0認知症等 F3双極性障害等 その他

F3うつ病等

F2統合失調症等

F0認知症等

その他

62,758人

12,183人

46,579人

61,010人

12,18312,18312,18312,183

入院中の認知症の診断の患者
は20年で3倍になりました。



医療保護比率

高位の病院

入院者数 医療保護 割合 救急 認知症疾患治療病棟

県立こども医療センター 30 30 100.0%

横浜ほうゆう病院 182 182 100.0% ○

栄聖仁会病院 98 98 100.0% ○

神奈川中央病院 117 115 98.3% ○

かわさき記念病院 272 265 97.4% ○

川崎田園都市病院 85 81 95.3%

北小田原病院 243 224 92.2% ○

横浜相原病院 224 203 90.6% ○

舞岡病院 519 462 89.0% ○

元気会横浜病院 47 41 87.2% ○

相模台病院 110 94 85.5% ○

湘南鎌倉総合病院 6 5 83.3%

日向台病院 234 194 82.9% ○

丹沢病院 223 184 82.5%

平塚病院 231 188 81.4% ○

相州病院 243 197 81.1% ○

藤沢病院 382 309 80.9% ○

ハートフル川崎病院 260 208 80.0% ○ ○

けやきの森病院 159 127 79.9%

市立川崎病院 18 14 77.8%

2023年6月30日現在
神奈川県内上位20病院

医療保護入院の割合が多い
上位20病院中、13病院が
「認知症疾患治療病棟」の機能をもつ
ことがわかります
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医療保護入院者の年代

75歳〜

65歳〜75歳

40歳〜65歳

20歳〜40歳

19%

47%

12%

42%

21%

30%

6%

20%

65歳以上の高齢の割合が増加しています。
長期入院の患者の高齢化、新たな認知症等
高齢者の入院が伺えます

20代〜64歳の青年・成人層の
入院患者は減少しています。



医療保護入院の

在院期間

〜1ヶ月, 

10.0%

1ヶ月〜３ヶ月, 

13.3%

3ヶ月〜6ヶ月, 

9.4%

6ヶ月〜1年, 

10.5%

1年〜5年, 

30.9%

5年〜10年, 

13.2%

10年〜20年, 

8.7%

20年〜, 

4.0%

神奈川県 2023年6月30日現在
総数は7,457人

1年以上の長期入院者が
半数以上を占めています
3ヶ月以内の入院者は4分の1以下です



医療保護入院の

同意者の割合
父母, 28.4%

子・孫, 

26.7%

配偶者, 

20.0%

兄弟姉妹, 

16.1%

市町村長, 

4.4%

後見人等, 

4.0%

その他, 

0.3%

祖父母等, 

0.1%

2023年6月１ヶ月間 神奈川県
総数は1,084人

医療保護入院の際、父母が同意をして
いる割合が一番多いです。

神奈川県では
毎月約1,000人の方が
医療保護入院しているといえます
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